
太良に大きな励まし、七山村の合併否決 
良夫 東松浦郡の七山村議会が、合併議案を否決したね。 
太郎 七山村は、人口約 2,700人の小さな村だが、国や県

の圧力に負けないで、村を残すと決めた意味は大き

い。合併か、太良町を残すかで議論している私たち

太良町民にも大変参考になることだ。 

知恵を出し合い、自立していく決意をにじませた— 
良夫 佐賀新聞は、「郷土に愛着」という見出しをつけていたね。七山村は唐松９市町村の合併で

は北東端になる。だから、「合併すれば周辺部は置き去りにされる」、「住民サービスが行

き届かなくなる」という不安が強かったんだね。 
太郎 「役場を中心に郷土を発展させることが大切」と

いう声が大きかった。佐賀新聞は、「個性ある村づ

くりを進めてきた実績から、知恵を出し合い自立

していくとの決意をにじませた」と書いている。 
良夫 太良町民の気持ちと同じだ。だけど、財政的に厳

しい中で、七山村みたいな小さな町村が生き残っ

ていけるのだろうか。心配だね。 
太郎 そこが大事なところだ。地方交付税が減らされる

分、支出を減らして町や村を残そうというところが増えてきた。たとえば、「合併しない宣

言」で有名な福島県矢祭町は、すでに役場職員を 109名から 83名に減らした。町議会の
定数も 18名から 10名にしたという。 

良夫 身を削って町や村を残そうとしているんだね。お金よりもっ

と大切なものがある。それは、自分たちの町や村があるとい

うことなんだね。太良のものもみんなそう思っているよ。 
太郎 財政が厳しい中で、合併するのも一つの選択だが、七山村の

ように合併しないで町や村を残すのも一つの選択だ。大事な

ことは、住民自身が自分たちの町や村のあり方を決めるとい

う地方自治・住民自治を大切にすることじゃないだろうか。 

知事の政策への賛否で予算に差をつけるのはおかしい 
良夫 長野県の田中康夫知事は、合併しないで自律する町村も応援すると言ってい

るけど本当はそうなんだね。ところが、古川知事は、合併しなかった市町村

にも平等に予算をまわすのは、フェアでないとか公平でないといっている。 
太郎 それは、「国民は法のもとに平等である」という憲法からいっても、行政の公平という点か

らいってもおかしいよ。予算というものは、たとえば道路であれば、交通が渋滞している

とか、通行が危険であるなどという客観的な必要度合いによって優先順位が決められるも

のじゃないかね。ところが、古川知事が言っているのは、予算配分の基準を知事の政策へ

の賛否にかえようとするものだ。これでは、行政の公平というのは吹っ飛んでしまう。 
良夫 「合併の押しつけが権力的だ」という意見に対して「権力的でない」とも言っていたよ。 
太郎 古川知事が現実にやっていること－－知事の合併推進という政策に従うかどうかを基準に

予算配分で差をつけるということ自体が、権力的なやり方ではないかね。 

長い目で見れば—役場があるかないかで決まる 
良夫 古川知事は、合併問題は長い目で見なければならないと言っていたけど。 
太郎 長い目で見たら、合併して 50年たった七浦や浜はさびれてしまったじゃないか。 
良夫 役場がなくなった周辺部は、さびれていく---その実例がすぐ近くにあるんだから、太良町

民はだまされないよ。長い目でみれば、やっぱり役場があるかないかで決まるね。 
太郎 合併を主張している人たちの話しは、合併すれば国や県が応援してくれるとか、合併特例

債で 10年間は息をつけるなどという目先の話しばかりだ。 
良夫 だけど、役場をなくしてしまってどうするんだろう。目先の

ことに目がくらんで、大事なことを忘れてしまっているね。  
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  合併問題の話 
出前しています 

 これまでに、9ヶ所から出前の注文

があり、お届けしました。合併問題に

ついての町民のみなさんの声をきく

ことができました。どんどん、声をか

けてください。お伺いします。 



町づくりと合併問題—ずばり、みなさんの疑問に答えます 

講演と対話の集い 
と き  4 月 11日（日）午後1時半より   

ところ  自然休養村管理センター     

講 師  石川隆文さん（前・福岡県大木町町長） 

こんなことを聞きたいという声が寄せられています。会場でも質問できます。 
 合併しないと、交付税や補助金はこなくなると聞きましたが、本当ですか。 
 これから、地方交付税制度はどうなっていくのですか。 
 国は、どんどん合併を進めていますが、このあとどうなるのでしょうか。 
 国は、人口１万人以下の町村はなくしてしまう考えだと聞きましたが、本当ですか。 
 「合併問題は議会がきめる。住民投票しても意味がない」という人がいます。本当ですか。 
 合併しない町村では、職員を減らしているところがありますが、役場の仕事には支障はありませんか。 
 大きな市になった方が、市役所が大きくなってサービスがよくなるという意見もありますが－－。 
 古川知事は、合併しなかった市町村にも平等に予算をまわすのは公平でないと言っていますが、本当ですか。 
 小さな町村でも、合併しないでやっていこうというところがあると聞きますが、財政的にやっていけるのですか。 
 「いずれ、合併しなければならなくなる。国の支援策があるうちに合併しなければ損だ」という声もありますが、本当ですか。 
 まちづくりを進めるのに手頃な自治体の大きさはどれくらいですか。実際に町長をやった経験から話してください。 

主催 合併反対・太良町を残す町民協議会 
1月以来、30人をこえる方からカンパをいただき、ビラ発行を続けています。ありがとうございました。この後もご支援をお願いします。 

入場無料 




